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はじめに
　格調高く、高級感あふれる仕上げの「ジキトー
ンセラローラー」。
作業性などでさまざまな制約のあった石材調仕
上げを、豊かな色彩をもったローラー用塗料で
再現します。
　その仕上がりは自然な風合いのため、街並み
や緑とも調和し、住まいの外観を美しく演出で
きます。
　さらに有機溶剤を使用せず、ローラー塗装で
あることから、環境にもやさしく安心して作業
が進められる塗料としても注目されるなど、話
題を集めています。
　豊富なカラーバリエーションで展開する「ジ
キトーンセラローラー」の施工に際しましては
本説明書をよくお読みくださいますよう、お願
いいたします。
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商品特長
●ローラー施工
吹付け施工のような塗料の飛散やコンプレッサーの騒音
がなく、住宅密集地でも安心してご使用いただけます。

●石材調の豪華な仕上がり
特殊軽量骨材の採用で、高いローラー作業性とボリュー
ムある豪華な仕上がりを実現しました。

●高耐候性
紫外線吸収剤を配合したジキトーン水性シリコンクリ
ヤーは、紫外線をカットし、高い耐候性を発揮します。

●はば広い下地に対応
コンクリート・モルタルはもちろん、吹付けタイルや単
層弾性の塗り替えにも最適です。

商品構成

商品名 概要 容量 色相

ジキトーン
セラローラー

下塗材

石材調模様
仕上げ専用

微弾性
下塗り材

16kg
標準色
8 色
※

ジキトーン
セラローラー

ベース

石材調模様
仕上げ塗り材 18kg 常備色

15 色

ジキトーン
水性シリコン

クリヤー

シリコーン樹脂系
上塗り材

水性アクリル
シリコン樹脂
クリヤー塗料

15kg
乳白色

（乾燥後透明になります）
つや有り・3 分つや有り

※標準色 8 色の他に「目地色グレー」があります。

塗装の準備
Ⅰ下地調整について

①素地の乾燥は十分に行ってください。（含水率 10％以
下、pH10 以下）

②素地に巣穴・段差などがある場合、合成樹脂エマルショ
ン入りセメント系下地調整材（ニッペ１材カチオンフィ
ラー・ニッペフィラー 200）で処理してください。

③旧塗膜がぜい弱で、付着力 0.5N/mm2（5.1kgf/cm2）
未満の場合は、ワイヤーブラシ、皮すき、サンドペーパー
などで旧塗膜を完全に除去してください。

④下地の種類によっては、下地処理の材料と方法が異な
りますので、右記の表を参考にして適切な下地処理を
行ってください。

（　　　）
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下地の種類 下塗り 1 下塗り 2 備　　考

新
設 RC

PC

モルタル

押出成形板

ニッペウルトラシーラーⅢ
ニッペ一液浸透シーラー
ニッペ浸透性シーラー（新）

ジ
キ
ト
ー
ン
セ
ラ
ロ
ー
ラ
ー
下
塗
材
各
色

表面のアルカリを抑え、付着性向上のた
め下塗り 1 回目にシーラーを使用して
ください。押出成形板にはニッペ浸透性
シーラー（新）を使用してください。軽
量モルタルの場合、下地の強度が著しく
低い場合がありますのでご注意くださ
い。

ALC ニッペ１材カチオンフィラー
（ニッペフィラー 200）

基材強度が低く、表面が粗いので合成樹
脂エマルション入りセメント系下地調整
材で処理をしてから塗装してください。
著しく動きのあるジョイント部は化粧目
地として露出させてください。（目地部
を充填した上に施工すると亀裂の入るお
それがあります）

塗
り
替
え 

旧
塗
膜

リシン

単層弾性

吹付けタイル

弾性タイル

有機スタッコ　注 1）

―――

―――

―――

―――

―――

活膜は残すが、ふくれたり、割れたり、
浮いている塗膜は入念に除去してくださ
い。ほこり、汚れを除去し、清掃してく
ださい。

モルタルかき落し
セメントリシン

ニッペ一液浸透シーラー
（ニッペ浸透性シーラー（新））

下地がぜい弱なため、左記のシーラーを
使用してください。

コンクリートブロック
（塀など）

ニッペ一液浸透シーラー
（ニッペ浸透性シーラー（新））

ニッペ１材カチオンフィラー
（ニッペフィラー 200）

ALC と同程度、表面が粗い場合は、全面
をニッペ１材カチオンフィラー（ニッペ
フィラー 200）で処理してください。
コンクリートブロック塀の目地を埋める
場合は、ニッペ１材カチオンフィラー（ニッ
ペフィラー 200）で処理してください。

（　　　　　　　　　　）

※水のたまりやすい水平部（笠木、手すり、セットバッグなど）や、直接地面と接するところや土止め壁などの施工はふく
れ、割れのおそれがありますので、避けてください。ブロック塀などを塗装する場合は、幅木（5cm 程度の水の逃げ道）
をとってください。天場は防水処理や笠木を取り付けるようにしてください。

注 1）セメントスタッコは凹凸が激しいため適応できません。

Ⅱ塗装に入る前の注意事項

①　塗装場所の気温が 5℃以下、湿度が 85％以上又は換気が十分でなく結露が考えられる場合は、塗膜の乾燥過程で種々
の欠陥を生じることがありますので、塗装を避けてください。

②　外部の塗装で降雨、降雪のおそれのある場合および強風時は塗装を避けてください。

③　塗装時ならびに塗料の取り扱い時は、十分に換気を行い火気厳禁にしてください。

④　ジキトーンセラローラーベースは、厚付けであるため、乾燥に時間がかかりますので、夜間の気温が氷点下になるおそ
れがある場合、午後 3 時迄に作業を打ち切ってください。

⑤　下地の状態や形状、面積、塗装方法などによって、見本と色調およびパターンが多少異なる場合があります。

⑥　主原料が陶磁器ですので、多少の色違い、ロット差による多少の色相ズレ、また色見本帳のロットによる色違いはあら
かじめご了承ください。
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施工要項
Ⅰ下塗材の塗装
塗装手順：砂骨ローラーでくばり塗りを行い、次いでならし塗りした後、下から上へ模様むらの生じないように行ってください。
　　　　　単層弾性系のパターンづけと同様に塗装してください。
注意事項：必ずベース材との組み合わせ色を使用してください。
ボリュームある仕上がりを表現するため下塗材もベース色に合わせて着色しています。
下塗材も8色（A～H）を準備しておりますので共色となるよう下表の組み合わせで使用してください。
※「ベース」色名末尾の文字は「下塗材」との組み合わせを示します。
組み合わせ以外は塗板で確認してください。

ジキトーンセラローラー ベース色
●NJR-01A　　●NJR-06A
●NJR-04A　　●NJR-13A
●NJR-05A

●NJR-10B　　●NJR-11B ●NJR-02C　　●NJR-14C ●NJR-08D　　●NJR-09D

●下塗材A（N-80近似色） ●下塗材B（22-80C近似色） ●下塗材C（19-75C近似色） ●下塗材D（09-60B近似色）

ジキトーンセラローラー ベース色
●NJR-03E ●NJR-07F ●NJR-12G ●NJR-15H

●下塗材E（29-70B近似色） ●下塗材F（N-55近似色） ●下塗材G（22-85D近似色） ●下塗材H（22-50B近似色）

Ⅱベース材の塗装
①ベース塗り（希釈率5～9％）
・模様を均一に仕上げるためにベース塗りを必ず行ってください。
・下塗り材と同様に砂骨ローラーにて塗装しますが、あまり模様は気にせず、全体に均一に塗り広げることに留意してください。
・入り隅部は砂骨ウインナーローラー、砂骨コーナーローラー、ラスター刷毛などで塗装してください。

②模様塗り
a）入り隅の塗装
・模様塗りの際の入り隅塗装は砂骨ウインナーローラー、ラスター刷毛などで、ベース塗りの「透け」を補う程度で塗装してく

ださい。過剰な塗付量は乾燥時の割れを発生することがあります。

◀ 

施
工
中

▶ 

施
工
直
後

○ 

ラ
ス
タ
ー
刷
毛
で
処
理

×
厚
付
け
し
す
ぎ
た
た
め
、

割
れ
が
発
生
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b）標準仕上げ（希釈率2～6％）
・ベース塗り後、所定時間（20℃で4時間以上）乾燥させ、模様塗りを実施してください。

砂骨ローラーでくばり塗りを行い、次いでならし塗りした後、下から上へ模様むらの生じ
ないように行ってください。

・単層弾性系のパターンづけと同様に塗装してください。

c）大柄仕上げ（希釈率0～4％） 専用ローラーを使用
・砂骨ローラーにてくばり塗りを行います。
・ベース塗りと同様全体にできるだけ均一に塗り広げてください。
　続けて専用ローラー（セラローラーL）に若干の塗料を取り、模様づけを行ってください。

③ヘッド押さえ
・模様塗り後、タイミングをはかってヘッド押さえを実施してください。（標準仕上げ20分程度、大柄仕上げ40分程度

/20℃）ヘッド押さえはプラスチックローラーを水道水で十分濡らして使用してください。
・大柄模様仕上げの場合は押さえ過ぎによる模様のつぶれにご注意ください。
・新品のプラスチックローラーはローラーが水をはじくため、塗料がローラーに付き、うまく押さえられないことがあります。

その場合は、ローラーにサンドペーパーなどで目荒らしを施し、ジキトーンセラローラーベースをローラーに一度擦り込んで
ください。その後水洗いをしてお使いいただくと水をはじかなくなります。

◀ 

標
準
仕
上
げ

専用ローラー（セラローラー L）

▶ 

大
柄
仕
上
げ

専用ローラー
（セラローラーL）で塗装

砂骨ローラーで塗装

◀ 

標
準
仕
上
げ

▶ 

大
柄
仕
上
げ  

専
用
ロ
ー
ラ
ー
を
使
用

Ⅲクリヤーの塗装
・ベース材の塗装後、所定時間（23℃で16時間以上）乾燥させ、ジキトーン水性シリコンクリヤーを塗装します。
　10～15％水道水で希釈し、ウールローラーで塗装してください。
・石材調模様の凹部に塗料が十分はいるように塗装してください。中毛のウールローラーをおすすめします。
・塗料は乳白色をしていますが、乾燥後透明になります。塗り忘れは仕上がりむらと耐候性低下の原因となりますのでご注意く

ださい。
・塗り継ぎ部や、入り隅などに塗料が著しくたまると、乾燥後も完全な透明にならず、白ぼけすることがあります。たまった箇

所は刷毛や短毛ウールローラーでむら切りするようにしてください。
・入り隅などを先に塗装する場合（ダメ込み）、塗料を50％程度希釈して塗装してください。
・塗膜乾燥後に塗り継ぎをすると、塗り継ぎ部のつやが上がり、つやむらとなるおそれがあります。休憩などで施工を中断する

場合は見切りの付くところまで施工を完了してください。
・本品は1回塗りが標準です。2回、3回と塗り重ねると色見本帳などと比較して著しく光沢が出て、つやむらを発生しやすく

なります。標準の使用量と希釈率を厳守してください。
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標準塗装仕様
新　　設

ローラー用石材調模様仕上げ（標準仕上げ・大柄仕上げ）
■素材：コンクリート、モルタルなど

工程 塗料名 塗り回数 使用量
（kg/m2/回）

塗り重ね乾燥時間
（23℃）

希釈剤 希釈率（％） 塗装方法

素地調整 ごみ、未硬化セメント粉末、砂塵、油脂分などの付着物をワイヤーブラシ、かわすき、サンドペーパー、ウエスなどで除去し、
乾燥した清浄な面とする。

下塗り1 ニッペウルトラシーラーⅢ 1 0.10～0.16 3時間以上 水道水
（ホワイト）10～30

ウールローラー
（透明）　―

下塗り2 ジキトーンセラローラー下塗材 1 0.80～1.30 16時間以上 水道水 1～3 砂骨ローラー

標
準
仕
上
げ

の
場
合

中塗り1 ジキトーンセラローラーベース 1 1.00～1.30 4時間以上3日以内 水道水 5～9 砂骨ローラー

中塗り2 ジキトーンセラローラーベース 1 1.30～1.70 16時間以上 水道水 2～6 砂骨ローラー

大
柄
仕
上
げ

の
場
合

中塗り1 ジキトーンセラローラーベース 1 1.00～1.30 4時間以上3日以内 水道水 5～9 砂骨ローラー

中塗り2 ジキトーンセラローラーベース 1 2.00～2.80 16時間以上 水道水 0～4 砂骨ローラー
専用ローラー※

ヘッド押さえ 模様塗り後プラスチック押さえ用ローラーに水道水をつけ凸部を押さえる。（標準仕上げ20分程度、大柄仕上げ40分程度）

上塗り ジキトーン水性シリコンクリヤー 1 0.12～0.15 ― 水道水 10～15 ウールローラー

※P2を
　ご参照
　ください。

注）上記の各数値は、すべて標準のものです。被塗物の形状、種類、素地の状態、気象条件、施工条件などにより増減しますので、あらかじめ試し塗りをして確認してください。
※大柄仕上げの中塗り（2回目）は、砂骨ローラーでくばり塗りを行い、専用ローラーでパターンづけを行ってください。

ローラー用石材調造り目地模様仕上げ（標準仕上げ・大柄仕上げ）　P7・P8 の施工要領をご参照ください。

■素材：コンクリート、モルタルなど

工程 塗料名 塗り回数 使用量
（kg/m2/回）

塗り重ね乾燥時間
（23℃）

希釈剤 希釈率（％） 塗装方法

素地調整 ごみ、未硬化セメント粉末、砂塵、油脂分などの付着物をワイヤーブラシ、かわすき、サンドペーパー、ウエスなどで除去し、
乾燥した清浄な面とする。

下塗り1 ニッペウルトラシーラーⅢ 1 0.10～0.16 3時間以上 水道水
（ホワイト）10～30

ウールローラー
（透明）　―

目地塗料塗り
（目地周辺） ジキトーンセラローラー下塗材（目地色） 1 0.80～1.30 16時間以上 水道水 1～3 ラスター刷毛

墨打ち 設計図面に従い目地割りし、水盛り、下げ振りなどを使用して墨を打つ。
墨は白色のチョークラインを使用する。

目地テープ貼り 墨の端に沿ってゆがみなく目地テープを貼りつけて圧着する。（墨線は目地テープの端にとる）
目地テープに浮きが生じると、下塗り塗料が入り込むので十分に注意し、圧着する。

下塗り2 ジキトーンセラローラー下塗材 1 0.80～1.30 16時間以上 水道水 1～3 砂骨ローラー

標
準
仕
上
げ

の
場
合

中塗り1 ジキトーンセラローラーベース 1 1.00～1.30 4時間以上3日以内 水道水 5～9 砂骨ローラー

中塗り2 ジキトーンセラローラーベース 1 1.30～1.70 16時間以上 水道水 2～6 砂骨ローラー

大
柄
仕
上
げ

の
場
合

中塗り1 ジキトーンセラローラーベース 1 1.00～1.30 4時間以上3日以内 水道水 5～9 砂骨ローラー

中塗り2 ジキトーンセラローラーベース 1 2.00～2.80 16時間以上 水道水 0～4 砂骨ローラー
専用ローラー※

ヘッド押さえ 模様塗り後プラスチック押さえ用ローラーに水道水をつけ凸部を押さえる。（標準仕上げ20分程度、大柄仕上げ40分程度）

目地テープはがし ヘッド押さえ後、直ちに目地テープをていねいに取りはずす。（目地テープは翌日まで放置しないこと）

上塗り ジキトーン水性シリコンクリヤー 1 0.12～0.15 ― 水道水 10～15 ウールローラー

※P2を
　ご参照
　ください。

注1）上記の各数値は、すべて標準のものです。被塗物の形状、種類、素地の状態、気象条件、施工条件などにより増減しますので、あらかじめ試し塗りをして確認してください。
注2）大柄のスタッコ、大柄の吹付けタイル、大粒のリシン仕上げ面は目地テープが貼れませんので使用は避けてください。

目地部は平滑が望ましく、大きな出っぱりはサンダーなどで落とすと作業が容易で美しく仕上がります。
※大柄仕上げの中塗り（2回目）は、砂骨ローラーでくばり塗りを行い、専用ローラーでパターンづけを行ってください。
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塗り替え

ローラー用石材調模様仕上げ（標準仕上げ・大柄仕上げ）
■リシン、単層弾性、吹付けタイル、弾性タイルなどの塗り替え

工程 塗料名 塗り回数 使用量
（kg/m2/回）

塗り重ね乾燥時間
（23℃）

希釈剤 希釈率（％） 塗装方法

下地改修工事 下地改修工事が必要な場合は、下地調査結果に基づいて塗装工事前に実施する。

下地調整 活膜は残すが、ふくれたり、割れたり、浮いている塗膜は入念に除去する。ほこり、汚れを除去し、清掃する。

下塗り ジキトーンセラローラー下塗材 1 0.80～1.30 16時間以上 水道水 1～3 砂骨ローラー

標
準
仕
上
げ

の
場
合

中塗り1 ジキトーンセラローラーベース 1 1.00～1.30 4時間以上3日以内 水道水 5～9 砂骨ローラー

中塗り2 ジキトーンセラローラーベース 1 1.30～1.70 16時間以上 水道水 2～6 砂骨ローラー

大
柄
仕
上
げ

の
場
合

中塗り1 ジキトーンセラローラーベース 1 1.00～1.30 4時間以上3日以内 水道水 5～9 砂骨ローラー

中塗り2 ジキトーンセラローラーベース 1 2.00～2.80 16時間以上 水道水 0～4 砂骨ローラー
専用ローラー※

ヘッド押さえ 模様塗り後プラスチック押さえ用ローラーに水道水をつけ凸部を押さえる。（標準仕上げ20分程度、大柄仕上げ40分程度）

上塗り ジキトーン水性シリコンクリヤー 1 0.12～0.15 ― 水道水 10～15 ウールローラー

注）上記の各数値は、すべて標準のものです。被塗物の形状、種類、素地の状態、気象条件、施工条件などにより増減しますので、あらかじめ試し塗りをして確認してください。旧塗膜は、健全な状態であることを想定しています。
※大柄仕上げの中塗り（2回目）は、砂骨ローラーでくばり塗りを行い、専用ローラーでパターンづけを行ってください。

ローラー用石材調造り目地模様仕上げ（標準仕上げ・大柄仕上げ）　P7・P8 の施工要領をご参照ください。

■リシン、単層弾性、吹付けタイル、弾性タイルなどの塗り替え

工程 塗料名 塗り回数 使用量
（kg/m2/回）

塗り重ね乾燥時間
（23℃）

希釈剤 希釈率（％） 塗装方法

下地改修工事 下地改修工事が必要な場合は、下地調査結果に基づいて塗装工事前に実施する。

下地調整 活膜は残すが、ふくれたり、割れたり、浮いている塗膜は入念に除去する。ほこり、汚れを除去し、清掃する。

目地塗料塗り
（目地周辺） ジキトーンセラローラー下塗材（目地色） 1 0.80～1.30 16時間以上 水道水 1～3 ラスター刷毛

墨打ち 設計図面に従い目地割りし、水盛り、下げ振りなどを使用して墨を打つ。
墨は白色のチョークラインを使用する。

目地テープ貼り 墨の端に沿ってゆがみなく目地テープを貼りつけて圧着する。（墨線は目地テープの端にとる）
目地テープに浮きが生じると、下塗り塗料が入り込むので十分に注意し、圧着する。

下塗り ジキトーンセラローラー下塗材 1 0.80～1.30 16時間以上 水道水 1～3 砂骨ローラー

標
準
仕
上
げ

の
場
合

中塗り1 ジキトーンセラローラーベース 1 1.00～1.30 4時間以上3日以内 水道水 5～9 砂骨ローラー

中塗り2 ジキトーンセラローラーベース 1 1.30～1.70 16時間以上 水道水 2～6 砂骨ローラー

大
柄
仕
上
げ

の
場
合

中塗り1 ジキトーンセラローラーベース 1 1.00～1.30 4時間以上3日以内 水道水 5～9 砂骨ローラー

中塗り2 ジキトーンセラローラーベース 1 2.00～2.80 16時間以上 水道水 0～4 砂骨ローラー
専用ローラー※

ヘッド押さえ 模様塗り後プラスチック押さえ用ローラーに水道水をつけ凸部を押さえる。（標準仕上げ20分程度、大柄仕上げ40分程度）

目地テープはがし ヘッド押さえ後、直ちに目地テープをていねいに取りはずす。（目地テープは翌日まで放置しないこと）

上塗り ジキトーン水性シリコンクリヤー 1 0.12～0.15 ― 水道水 10～15 ウールローラー

注1）上記の各数値は、すべて標準のものです。被塗物の形状、種類、素地の状態、気象条件、施工条件などにより増減しますので、あらかじめ試し塗りをして確認してください。旧塗膜は、健全な状態であることを想定しています。
注2）大柄のスタッコ、大柄の吹付けタイル、大粒のリシン仕上げ面は目地テープが貼れませんので使用は避けてください。

目地部は平滑が望ましく、大きな出っぱりはサンダーなどで落とすと作業が容易で美しく仕上がります。
※大柄仕上げの中塗り（2回目）は、砂骨ローラーでくばり塗りを行い、専用ローラーでパターンづけを行ってください。
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目地テープについて
目地テープは「推奨品：風神」（カモ井加工紙株式会社製）などをお使いください。

造り目地工法施工要領
Ⅰ 目地位置の決定
・設計者、施主とご相談の上、目地位置、色を決定してください。（図1）

目地用下塗材の色はジキトーンセラローラー下塗材目地色グレーおよび
ジキトーンセラローラー下塗材A～H色の中からお選びいただけます。

Ⅱ 目地材の塗装・目地底の作成
・目地を造る位置に5～10cm程度で目地用下塗材をラスター刷毛で塗装してくだ

さい。
・目地底はできるだけ平滑に作成してください。大きな凸凹があると、目地テー

プがしっかり密着せず、上に塗る塗料（ジキトーンセラローラー下塗材）が目
地部に入り込んで、仕上がり不良が生じる場合があります。

（図 1）

目地材の塗装

×目地テープの密着不足による仕上がり不良

Ⅲ 水墨　墨出し
①墨出し
意匠性に大きな影響を与えますので正確に行ってください。
・使用器具類　　1.水平（レベル）：水盛り缶、レベラー

2.垂直　　　　　：下げ振り
3.目地割り　　　：水平、垂直の基準点より、スケールを用いて寸法を測り、目地割りをしてください。

②墨出し方法
水平基準の取り方
〈施工順〉
1.地点A～C間の長さをスケールで正確に測り地点Aに目印を付ける。
2.水盛り缶（又はビニール性ゴムホース）の水位を地点Aに合わせ、D地点側にホースを
　延長し垂直に立てる。
3.水位が完全に止まるまで待ち、止まった所に目印を付ける。（地点B）
4.AとBをつないだ線は水平となる。

垂直基準の取り方
〈施工順〉
1.水平基準を設定したAB間の中央点Hをスケールで正確に測り目印を付ける。
2.下げ振りを用いて地点Hをラインが通過する様にして地点EとCを求める。
3.E～F、E～G、B～H、A～Hの4点の距離は全て等しい。
4.A～B間の距離が長い場合はタコ糸を用いてAを基点に地点Bまで延ばしその中央をハ
　サミで正確に切り、このタコ糸を二つ折りにしてハサミで切り（AH間の距離と同じ）
　地点Hを求める事が出来る。
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Ⅳ 墨打ち、目地テープ貼りつけ
・目地位置にチョークラインなどを用いて、墨打ちをしてください。（白をおすすめします。）
・ラインにそって目地テープを貼りつけます。その際、目地テープがラインと重ならないよう注意してください。
 （目地テープがラインに重なると、テープ除去後、目地底にラインが見えます。）
・目地テープを貼りつけた後、しっかり密着するように全体をゴムローラーや指などで十分に圧着してください。
・テープの端部を二重折りしておくとはがしやすくなります。

・目地テープの重なり部分（交差部分）は貼る時点で縦、横どちらかに統一して貼ってください。はがす場合に後に貼った方を
先にはがすと作業が容易になります。（図2）

Ⅴ ジキトーンセラローラー下塗材・ベースを塗装
・施工要領をご参照ください。

Ⅵ 目地テープの除去
・目地テープの除去はヘッド押さえ工程直後に実施してください。
　ジキトーンセラローラーベースが乾燥すると、目地テープの除去が困難になります。
・目地テープの除去が、やむを得ず塗膜乾燥後となる場合、除去の際に、目地テー

プが途中で切れる可能性があります。その時は端部をカッターナイフやかわすき
で起こせば、続けて除去ができます。（図3）

・目地テープの密着不足により、下塗材などが目地部に入りこんだ場合は目地材を
小ふでなどでタッチアップしてください。

Ⅶ クリヤー塗装
・施工要領をご参照ください。

（図 2）墨打ち 目地テープ貼りつけ

目地テープの取りはずし

（図 3）

造り目地工法の適応下地について
下地の種類 シーラーなどの下地処理 目地工法下塗り 1 下塗り 2

新
設

RC
PC

モルタル
押出成形板

ニッペ
ウルトラ

シーラーⅢ
ニッペ一液浸透シーラー
ニッペ浸透性シーラー（新）

ジ
キ
ト
ー
ン
セ
ラ
ロ
ー
ラ
ー
下
塗
材
各
色

○
○
○
○

ALC ニッペ
1 材カチオン

フィラー
（ニッペフィラー 200）

○

塗
り
替
え 

旧
塗
膜

リシン
単層弾性

吹付けタイル
弾性タイル

有機スタッコ

―――
―――
―――
―――
―――

○
○

△注）
△注）
△注）

モルタルかき落し
ニッペ

1 材カチオン
フィラー

○

コンクリートブロック
（塀など）

ニッペ
一液浸透
シーラー

（ニッペ浸透性シーラー）
ニッペ

セメント
フィラー

（ニッペフィラー 200）

○

（　　　　　　　　）

注）吹付けタイル、弾性タ
イル、スタッコなど玉吹
き模様のある旧塗膜の場
合、大柄でヘッド押さえ
がなく、凹凸の激しいも
のは適応できません。ま
た 、 ボ ー ド 面 な ど で も
凹凸が3mm程度以上の
ものは、目地材の塗装の
際、下地の凸凹がでやす
く、また目地テープが下
地に密着しにくいため、
目地線がきれいに出ない
場合があります。



Q.1　希釈のめやすは？
（標準仕上げの場合）

Q.2　使用するローラーは？

Q.3　入り隅の塗装は？

Q.4　下塗りはなぜ砂骨ローラー
で塗装しなければならない
のか？

Q.5　ひび割れの処理方法は？

Q.6　補修方法は？

Q.7　降雨までの乾燥は？

Q.8　ヘッド押さえは？

Q
&A
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A.

A. 一般の砂骨ローラーを使用してください。
大柄模様が必要の場合はセラローラーLをご指定ください。（＊新しくて弾力
のある大きな網目のローラーを用いるのがコツです）

A. ラスター刷毛、砂骨コーナーローラー・ウインナーローラーを使用してくださ
い。（＊ベースは少し希釈を多くして均一に塗るのがコツです）

A. 下塗材は、薄付けでは微弾性機能が十分に発揮できません。

A. 0.5mm以下のひび割れは下塗材をラスター刷毛やへらですり込んで処理します。 
0.5mm以上で漏水の危険があるひび割れはUカットを行った後に汚染の少な
いシーリング材を選択して処理してください。（ノン可塑シーリング）
シーリング材の可塑剤の移行による汚れを防止するには、ニッペブリードオフ
プライマーを活用ください。（＊すり込み、シーリングの処理は仕上げをもり
あげない処理がコツです）

A. １）比較的浅い傷、汚れ
汚れをサンドペーパーなどで取り除き、ていねいにクリヤーを刷毛塗りし
てください。

２）ベース層から下塗りに達する傷、浮き膜
カッター、皮すきなどで浮き膜、段差膜、汚れを取り除いた後に、ジキ
トーンセラローラーベースを指、小べら、刷毛などで段差部を埋め戻し、
半乾燥後、クリヤーをていねいに刷毛塗りしてください。

A. 塗装後すぐに降雨などが予想される場合は塗装を避けてください。
中塗りの場合
春〜秋（20〜35℃×湿度75％以下）――　5時間以上必要です。
冬場　（5〜10℃×湿度75％以下）　――　1日以上必要です。

A. 塗装後標準仕上げは20分程度、大柄仕上げは40分程度で実施してください。
一般の押さえ用ローラーを水で濡らして押さえてください。（ラッカーシン
ナーなどは使用しないでください）早すぎると模様がつぶれやすく、遅すぎる
と押さえにくく、ひび割れを生じることがあります。
施工時の気温などにより、タイミングをはかって実施してください。

夏場 冬場 （標準希釈率）

下 塗 り で

ベース塗りで

模 様 塗 り で

ク リ ヤ ー で

ひしゃく 0.2 杯

ひしゃく 1 杯強

ひ し ゃ く 半 分

ひ し ゃ く 2 杯

0.6 杯

2 杯

1 杯強

2.5 杯

（ 1 ～ 3 ％ ）

（ 5 ～ 9 ％ ）

（ 2 ～ 6 ％ ）

（10～15％）

（ひしゃく 1 杯 = 約 800g にて計算）



Q.9　中塗りの吹付けは？

Q.10　シーラーの必要性は？

Q.11　クリヤーの用途は？

Q.12　適用部位は？
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A. 吹付けはダレが発生したり、ひび割れ、やせの危険性がありますのでおすすめ
できません。

A. P2をご参照ください。

A. 溶剤型クリヤーの使用が難しい現場での「ジキトーンカフェ」「ジキトーンセ
ラ」には適用が可能です。

A. 壁面が主体となります。
パラペット天端、窓台など塵埃が滞留する場所には適用を避けてください。

●施工上の注意事項（詳細な内容については、各製品の製品使用説明書などにてご確認ください）
１．絶えず結露が発生するような用途、場所での使用は避けてください。著しい結露が発生

する場所では、塗料中の水溶成分が表面に溶出し、粘着物などとなって析出するおそれ
があります。著しい結露が予測される場合は、塗装を避けるか、溶剤系塗料での塗装を
おすすめします。

２．蓄熱されやすい建材（軽量モルタル、ALC、窯業サイディング、発泡ウレタン使用建材
など）を使用した｢高断熱型外壁｣で、旧塗膜が弾性リシン、弾性スタッコ、アクリル
トップなどの場合、塗り替え段階ですでに旧塗膜が膨れていることがあります。そのま
ま塗装すると膨れがさらに拡大する可能性がありますので、完全に除去してください。
また｢高断熱型外壁｣に塗装する場合は、蓄熱、水分、下地の状態、塗装環境など複数の
条件が重なることで、建材の変形、塗膜の膨れ、はく離が生じることがありますので、
最寄の営業所などにご相談ください。

３．下地の状態や形状、面積、塗料温度、塗装条件などによって、見本と色調および模様の
差異を生じる可能性がありますので、塗装前に試し塗りをしてください。

４．主原料が自然の材料を使用していますので、多少の色違いはあらかじめご了承ください。
５．多彩塗料ですので、ロット差による多少の色相のずれはあらかじめご了承ください。
６．仕上がり模様は、事前に試し塗りを行い条件などを設定してから本施工に入ってください。
７．塗装直後と乾燥後では若干色が異なる場合があります。
８．ジキトーン水性シリコンクリヤーは耐候性向上のため必ず塗装し、塗り残しがないよう

に注意してください。
９．ジキトーン水性シリコンクリヤーを塗装する際、塗膜乾燥後に塗り継ぎすると塗り継ぎ

部のつやが上がり、つやむら・白ぼけとなるおそれがあります。休憩などで塗装を中断
する場合は、見切りのつくところまで塗装を完了してください。また、本品は1回塗り
が標準です。2回、3回と塗り重ねると色見本などと比較して著しく光沢が出て、つやむ
ら・白ぼけを発生しやすくなります。標準の使用量と希釈率を厳守してください。

10．窯業サイディングボードの突き合わせ部などは、動きが大きい場合があります。そのた
め経時でのひび割れ発生の可能性がありますので、できるだけ施工を避けてください。

11．厚付け塗料であるため、夜間の気温が氷点下になるおそれがある場合、午後3時までに
作業を終えてください。

12．面内での塗り継ぎは、継ぎむらが発生しやすいので素早く行ってください。
13．大壁への施工は、塗装むらを生じやすいのでできるだけ避けてください。
14．絶えず結露が発生するような用途、場所での使用は避けてください。著しい結露が発生

する場所では、塗料中の水溶成分が表面に溶出し、黄色い粘着物などとなって析出する
おそれがあります。著しい結露が予測される場合は、塗装を避けるか、溶剤系塗料での
塗装をおすすめ致します。

15．塗装後24時間以内など乾燥不十分な状態で降雨結露などがある場合や、低温、高湿度、
通風のない場合には、膨れ、はく離、割れ、白化、シミが発生するおそれがありますの
で、塗装を避けてください。やむを得ず塗装する場合は、強制換気などで湿気分を飛ば
すようにしてください。シミが発生した場合は乾燥後水拭きして除去してください。

16．色相によっては降雨、結露によってぬれ色になる場合がありますが、乾燥すると元に戻
ります。

17．乾燥後の塗膜に付いた汚れは、シンナーなどの溶剤では拭かず、せっけん水で洗浄して
ください。

18．乾燥条件によっては塗膜表面に粘着を感じることがありますが、時間とともになくなり
ます。

19．旧塗膜に発生した藻・かびは、洗浄などで必ず除去し、清浄な面としてください。付着
阻害をおこすおそれがあります。

20．既存塗膜のはく離個所は、既存塗膜の塗装仕様でパターン合わせを行ってください。
21．改修工事にご使用の場合は、旧塗膜の種類によっては溶剤などの影響により、旧塗膜を

侵し溶剤膨れや縮みなどの異常が発生する場合がありますので、旧塗膜の種類をご確認
のうえ、塗装仕様をご検討ください。

22．風化面・吸込みの著しい下地では、ニッペ浸透性シーラー（新）、ニッペ一液浸透シー

ラー、ファイン浸透シーラーをご使用ください。
23．シーリングの上に、劣化、ひび割れなどの損傷がある場合は、打ち直しをしてください。
24．素地表面のアルカリ度はpH10以下、表面含水率は10％以下（ケット科学社製CH－2型

で測定した場合）、または5％以下（ケット科学社製Hi500シリーズ：コンクリートレ
ンジで測定した場合）の条件で塗装してください。

25．素地の乾燥は十分に行ってください。
26．表面のごみ、ほこり、エフロレッセンス、レイタンスなどは除去し、目違い、ジャン

カ、コールドジョイントなどは、樹脂入りセメントモルタルで平滑にしてください。
27．ALC面、多孔質下地、コンクリートブロック面など外部の素地において巣穴や段差など

がある場合は、樹脂入りセメント系下地調整材（ニッペセメントフィラー、ニッペフィ
ラー200）などで処理してください。（合成樹脂エマルションパテの使用は避けてくだ
さい。）

28．内外壁の新設仕様の場合は、必ず下塗りにシーラーを塗装してください。
29．素材にセメント成分などが使われている場合は、エフロレッセンスが発生するおそれが

ありますので溶剤系シーラーをご使用ください。
30．新設の押出成形セメント板、GRC板、フレキシブルボードなどは、下塗り材としてニッ

ペ浸透性シーラー（新）、ニッペ一液浸透シーラー、ニッペファイン浸透シーラーをお
使いください。

31．塗装場所の気温が5℃以下、湿度85％以上である場合、または換気が十分でなく結露が
考えられる場合、塗装は避けてください。

32．屋外の塗装で降雨、降雪のおそれがある場合、および強風時は塗装を避けてください。
33．塗装時および塗装後に密閉しますと乾燥が遅れますので、換気を十分に行ってください。
34．塗装時および塗料の取り扱い時は、換気を十分に行い、火気厳禁にしてください。
35．飛散防止のため必ず養生を行ってください。
36．シーリング面への塗装は、塗膜の汚染、はく離、収縮割れなどの不具合を起こすことが

ありますので行わないでください。やむを得ず行う場合は、シーリング材が完全に硬化
した後に行うものとし、塗り重ね適合性を確認し、必要な処理を行ってください。ま
た、ニッペブリードオフプライマーを下塗りすることで、可塑剤移行による汚染の低減
が図れますが、シーリング材の種類、使用条件などによりはく離、収縮割れが起こるこ
とがあります。

37．笠木、天端など長時間水が滞留する個所では塗膜の白化、膨れなどが発生する場合があ
りますので、養生シートの設置方法などに配慮し、換気を促してください。

38．塗料は内容物が均一になるようにかくはんしてください。薄めすぎは隠ぺい力不足、仕
上がり不良などが起こるため規定範囲を超えて希釈しないでください。

39．大面積の塗装では補修部分が目立つことがあります。使用塗料のロットは必ず控えてお
き、補修の際は塗料ロット、希釈率、および補修方法などの条件を同一にしてください。

40．はけ塗り仕上げとローラー仕上げが混在する場合、使用量、表面肌が異なるため若干の
色相差がでますので、はけ塗りの部分は希釈を少なくして塗装してください。

41．ローラー塗りの場合、ローラー目は同一方向に揃えるように仕上げてください。ロー
ラー目により、色相や仕上がり感が異なって見えることがあります。

42．塗装方法により色相が多少変化する場合がありますので、ローラー塗りはできる限り入
り隅まで入れてください。

43．汚れ、きずなどにより補修塗りが必要な場合があります。使用塗料のロットは必ず控え
ておき、補修の際は塗料ロット、希釈率、および補修方法などの塗装条件を同一にして
ください。

44．使用前に内容物が均等になるようにかくはんし、開封後は一度に使い切ってください。や
むを得ず保管する場合は密栓してから冷暗所で保存し、速やかに使い切ってください。

45．開缶後は皮張りがしやすいため、表面にうすく希釈剤を張り、ふたをしておくと、皮張
りを遅くすることができます。

46．塗料漏洩の原因になりますので、保管・運搬時に容器を横倒しにしないでください。
47．製品の安全に関する詳細な内容については、安全データシート（SDS）をご参照ください。
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安全衛生上の注意事項（ニッペジキトーンセラローラーベース NJR-01A）　　　　　　　横倒禁止

・本来の用途以外に使用しないでください

・使用前に取扱説明書を理解して、取り扱ってください。

・粉じん／ガス／蒸気／スプレー等を吸入しないでください。

・必要な時以外は、環境への放出を避けてください。

・この製品を使用する時に、飲食または喫煙をしないでください。

・汚染された作業衣は密封袋に入れて作業場から出してください。

・取扱い後は、手洗いおよびうがいを十分に行ってください。

・適切な保護手袋／防毒マスクまたは防じんマスク／保護眼鏡／保護
面／保護衣を着用してください。

・必要に応じて個人用保護具を使用してください。

・飲み込んだ場合：気分が悪い時は、医師に連絡してください。口を
すすいでください。

・皮膚に付いた場合、多量の水と石鹸で洗ってください。

・皮膚刺激または発疹が生じた場合は、医師の診断／手当てを受けて
ください。

・直ちに、すべての汚染された衣類を脱いでください／取り除いてく
ださい。再使用する場合には洗濯してください。

・粉じん、蒸気、ガス等を吸い込んで気分が悪くなった時には、安静
にし、必要に応じてできるだけ医師の診察を受けてください。

・ばく露した時、気分が悪いなどの症状がある場合は、医師に連絡し
てください。

・緊急の洗浄剤が必要な場合、直ちに特別処置を実施する。

・容器からこぼれた時には、砂などを散布した後処理してください。

・施錠して子供の手の届かないところに保管してください。

・直射日光や水濡れは厳禁です。

・塗料等の缶の積み重ねは３段までとしてください。

・容器は、つり上げないでください。やむを得ずつり上げるときには、
適切なつり具で、垂直に持ち上げ、落下に十分注意してください。

（偏荷重になると取っ手が外れ、落下事故の危険があります。）

・日光から遮断し、換気の良い場所で保管してください。輸送中も50℃ 
以上（スプレー缶の場合は40℃ 以上）の温度にばく露しないでください。

・内容物／容器を廃棄する時には、国／地方自治体の規則に従って産業
廃棄物として廃棄してください。

・塗料、塗料容器、塗装具を廃却する時には、産業廃棄物として処理し
てください。

・容器、塗装具などを洗浄した排水は、そのまま地面や排水溝に流すと
環境に悪影響を及ぼすおそれがありますので、排水処理場などの施設
に持ち込むか、産業廃棄物処理業者に処理を依頼してください。

※上記の表示は、一例です。色相などにより、容器の表示とは異なる場合があります。
□詳細な内容、表示例以外の製品については、安全データシート（SDS）をご参照ください。
□本製品は日本国内での使用に限定し、輸出される場合は事前にご相談ください。

危　険 危険有害性情報

発がんのおそれ／生殖能力または胎児への悪影響のお
それの疑い／臓器の障害（単回ばく露）／長期にわたる
または反復ばく露による臓器の障害／水生生物に有害

●本カタログの内容については予告なく変更することがありますので、あらかじめご了承ください。
●本カタログ中の製品名・会社名は、日本ペイントホールディングス株式会社または日本ペイント
　株式会社・その他の会社の、日本およびその他の国の登録商標または商標です。
●ⓒCopyright 2018 NIPPON PAINT Co., Ltd. All rights reserved.
●日本ペイントホームページ http://www.nipponpaint.co.jp/
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